
気
学
で
は
子
の
一
白

十
二
月
七
日
（
大
雪
）
節
入

気
学
で
は
丑
の
九
紫

一
月
六
日
（
小
寒
）
節
入

令
和
四
年
の
年
末
世
相

新
年
を
前
に
し
て
の
コ

ロ
ナ
禍
で
辟
易
、
も
う
止
め

て
ほ
し
い
と
申
し
入
れ
た
い
。

四
十
年
ぶ
り
の
物
価
高
、

円
安
、
コ
ロ
ナ
を
加
え
て
三

重
苦
。
い
つ
ま
で
続
く
の
か
。

円
安
は
沢
天
夬
の
九
四

物
価
は
火
沢
睽
の
上
九

コ
ロ
ナ
は
火
地
晋
の
上
九

さ
て
三
卦
共
に
見
通
し
は

容
易
な
も
の
で
な
く
越
年
、

紆
余
曲
折
の
変
転
を
経
て
収

ま
る
の
は
年
度
を
ま
た
が
る

気
配
が
濃
厚
で
す
。

円
安
に
は
米
国
の
利
上
げ

と
イ
ン
フ
レ
動
向
の
対
策
で

は
…
…
。
今
後
の
利
上
げ
は

艮
為
山
の
六
二
の
得
卦
で
す
。

二
年
余
の
年
数
が
必
要
と

す
る
艮
の
象
意
で
す
が
果
た

し
て
世
界
経
済
の
流
れ
が
影

響
し
予
断
を
許
し
ま
せ
ん
。

二
月
の
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
。
世
界
を
東
西
に

分
断
。
ま
す
ま
す
混
迷
の
見

通
し
で
す
が
、
終
結
時
期
は

天
沢
履
の
九
二
。
誌
面
一
杯

で
稿
を
改
め
ま
す
。

十
二
月
筮
―
雷
沢
帰
妹
九
二

一
月
筮
―
地
山
謙
初
六

暮
れ
は
忙
し
く
雑
務
が
多

く
早
め
に
処
理
を
す
る
。
仕

事
は
平
穏
、
中
旬
は
出
費
を

押
さ
え
る
。
負
担
に
な
っ
て

い
る
交
際
の
解
消
。
家
庭
を

守
る
喜
び
と
健
康
面
は
良
い
。

一
月
は
何
事
に
も
ゆ
っ
く

り
進
め
る
。
堅
実
な
方
針
を

貫
く
。
新
情
報
に
乗
ら
ず
新

規
事
は
静
観
。
家
族
仲
良
く

接
し
、
風
邪
流
感
に
用
心
。

十
二
月
筮
―
水
火
既
済
初
九

一
月
筮
―
地
風
升
九
二

年
末
の
活
気
は
本
物
、
公

私
共
に
て
き
ぱ
き
と
片
付
け

て
安
心
。
仕
事
に
好
機
あ
り
。

熟
す
る
ま
で
待
つ
。
金
銭
の

調
達
は
順
調
に
い
く
。
軽
率

な
言
動
を
慎
む
。
体
調
無
事
。

正
月
の
風
景
は
静
か
で
平

安
。
一
年
の
計
は
元
日
に
あ

り
出
世
運
を
望
む
。
家
族
に

慈
愛
を
示
し
、
絆
を
強
め
る
。

既
往
症
な
ど
日
頃
の
管
理
を
。

十
二
月
筮
―
風
水
渙
上
九

一
月
筮
―
艮
為
山
九
三

歳
末
の
運
気
は
慌
た
だ
し

く
、
予
定
や
連
絡
な
ど
で
油

断
を
し
や
す
い
。
自
己
流
に

な
ら
ず
意
見
を
聞
く
。
公
私

に
事
実
の
確
認
と
重
体
自
己

に
用
心
。
の
ど
咳
に
対
処
を
。

新
春
を
迎
え
発
展
の
機
運

が
生
ま
れ
る
。
わ
が
住
ま
い

財
産
の
話
題
。
仕
事
上
の
変

化
な
ど
注
視
。
ど
の
問
題
も

現
状
維
持
。
冷
え
風
邪
対
策
。

十
二
月
筮
―
沢
火
革
六
二

一
月
筮
―
天
風
姤
初
六

年
越
し
に
追
わ
れ
る
こ
と

な
く
平
均
ペ
ー
ス
。
仕
事
は

几
帳
面
な
処
理
で
快
い
。
私

用
は
延
び
る
。
会
話
不
足
で

情
報
な
く
損
を
す
る
。
挨
拶

忘
れ
ず
。
体
調
は
忍
耐
強
く
。

正
月
は
家
庭
円
満
の
喜
び
、

小
さ
な
贅
沢
を
楽
し
む
。
仕

事
は
和
や
か
で
も
甘
い
。
収

支
を
記
録
。
足
腰
鍛
え
る
。

十
二
月
筮
―
沢
天
夬
九
二

一
月
筮
―
火
沢
睽
九
四

年
の
瀬
は
雑
務
に
忙
殺
さ

れ
る
。
騎
馬
に
乗
り
独
走
し

や
す
く
、
意
見
対
立
で
障
壁

作
る
。
失
言
再
発
と
金
運
は

消
耗
型
な
の
で
蓄
財
を
忘
れ

ず
に
。
時
々
疲
れ
を
癒
す
。

新
年
を
迎
え
気
分
の
一
新

が
あ
る
の
で
快
適
。
あ
れ
こ

れ
と
「
三
兎
」
を
追
わ
ず
王

道
一
筋
に
い
け
ば
成
就
。
仕

事
に
明
察
力
あ
り
。
婦
人
福

を
呼
ぶ
。

十
二
月
筮
―
離
為
火
初
九

一
月
筮
―
火
風
鼎
六
五

終
止
符
を
打
つ
十
二
月
は

足
が
走
り
懸
案
二
件
を
果
断

に
処
理
。
尽
く
す
と
氷
解
。

書
類
と
金
銭
は
紛
れ
や
す
く

用
心
。
安
請
け
合
い
は
禁
物
。

情
愛
の
も
つ
れ
と
歯
痛
対
処
。

旧
年
の
多
事
が
一
段
落
。

新
年
の
喜
び
が
強
く
祝
膳
に

酔
う
。
下
旬
に
実
力
を
出
す
。

運
気
は
復
調
の
兆
し
あ
り
、

友
情
心
は
特
に
大
切
。

十
二
月
筮
―
雷
風
恒
九
二

一
月
筮
―
風
山
漸
九
五

十
二
月
の
多
事
多
用
さ
は

前
月
か
ら
続
き
背
を
押
さ
れ

る
。
仕
事
の
責
任
を
果
た
す

の
が
肝
要
。
判
断
が
甘
い
と

痛
い
目
に
遭
う
。
家
庭
は
安

心
感
。
足
腰
鍛
え
て
お
く
。

年
が
改
ま
れ
ば
意
欲
が
十

分
。
改
革
方
針
を
進
め
る
。

希
望
を
大
胆
に
生
か
す
こ
と
。

家
庭
状
況
に
変
化
が
伴
う
が

今
は
平
穏
。
見
聞
を
広
め
て

お
く
。

十
二
月
筮
―
雷
天
大
壮
初
九

一
月
筮
―
山
風
蠱
上
九

今
年
の
暮
れ
は
例
年
に
な

く
思
い
が
深
い
。
忙
し
い
わ

り
に
は
能
率
が
上
が
ら
ず
平

凡
。
順
序
よ
く
予
定
を
仕
上

げ
、
実
よ
り
名
を
生
か
す
。

金
銭
は
締
め
て
か
か
れ
。
公

私
慎
重
に
。

一
月
は
平
穏
。
三
が
日
は

和
や
か
な
喜
び
。
や
や
マ
ン

ネ
リ
で
新
鮮
さ
が
少
な
い
。

大
言
吐
か
ず
背
伸
び
せ
ず
が

賢
明
。
今
冬
に
負
け
ず
。

十
二
月
筮
―
風
火
家
人
九
五

一
月
筮
―
雷
火
豊
六
二

暮
れ
は
我
が
家
の
始
末
中

心
に
進
め
る
。
何
事
も
急
が

ず
余
裕
の
心
持
つ
。
仕
事
は

楽
し
け
れ
ば
吉
。
旧
年
の
交

誼
良
い
。
忘
れ
ら
れ
な
い
思

い
出
を
残
す
。
健
康
保
持
。

一
月
は
新
春
の
気
を
受
け

て
の
ど
か
に
過
ご
し
た
い
。

現
実
の
用
事
は
無
理
せ
ず
節

度
を
守
る
心
得
で
。
一
陽
来

復
の
祀
り
で
好
転
を
心
が
け

る
。
足
腰
対
策
を
。
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八
川
林
加

九
月
二
十
四
日
（
土
）

Ｔ
Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｒ
Ｅ
一
〇
一
〇

（
シ
ア
タ
ー
セ
ン
ジ
ュ
）

に
於
い
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
岳

易
館
・
有
宵
会
定
期
例
会
を

開
催
。
佐
藤
宗
昡
先
生
の
司

会
で
、
第
一
部
は
、
福
田
有

宵
先
生
よ
り
例
会
開
催
の
ご

挨
拶
、
金
原
玄
周
先
生
に
よ

る
「
鑑
定
ア
レ
コ
レ
」
の
ご

講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

第
二
部
で
は
、
会
場
に
ゲ

ス
ト
を
お
迎
え
し
、
福
田
先

生
に
よ
る
公
開
鑑
定
会
を
行

い
ま
し
た
。

第
三
部
は
恒
例
の
月
筮
研

究
と
題
し
、
占
的
に
対
し
て

分
占
や
副
卦
を
ど
の
よ
う
に

取
り
入
れ
る
か
と
い
っ
た
占

断
の
重
要
要
素
と
な
る
奥
義

を
福
田
先
生
に
ご
講
義
い
た

だ
き
ま
し
た
。
紙
面
の
都
合

に
よ
り
、
一
部
に
フ
ォ
ー
カ

ス
し
て
の
ご
報
告
と
な
り
ま

す
こ
と
を
ご
容
赦
く
だ
さ
い
。

―
第
一
部
―

「
鑑
定
ア
レ
コ
レ
」

金
原
玄
周
先
生

《
ご
紹
介
》

金
原
玄
周
先
生
は
、
有
宵

会
で
の
ご
活
動
歴
十
五
年
以

上
と
、
若
手
の
筆
頭
と
し
て

ご
活
躍
を
さ
れ
て
お
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
ご
親
族
に
は
奥

様
の
お
母
様
で
あ
り
、
有
宵

会
の
大
ベ
テ
ラ
ン
で

も
あ
る
、
横
小
路
紬

華
先
生
と
の
ご
縁
か

ら
、
ご
一
家
で
占
術

の
研
究
を
続
け
て
お

ら
れ
ま
す
。
ご
講
演

で
は
、
終
始
楽
し
い

雰
囲
気
で
会
場
の
皆

様
に
お
話
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

◆
相
談
内
容
の
割

合
二
年
間
の
「
神
易

館
」
で
の
鑑
定
で
特

に
多
か
っ
た
ご
相
談
内
容
は

次
の
通
り
で
す
。

・
お
金
（
仕
事
）
五
五
％

・
人
間
関
係

三
〇
％

・
健
康

十
五
％

江
東
区
砂
町
の
鑑
定
会
や

三
鷹
国
際
交
流
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
等
の
鑑
定
会
で
は
、
仕

事
、
人
間
関
係
の
ご
相
談
が

メ
イ
ン
で
し
た
。

・
仕
事
の
相
談

六
十
％

～
七
十
％

・
人
間
関
係

三
十
％

～
五
十
％

一
方
、
（
金
原
先
生
の
）

家
族
間
で
の
鑑
定
振
り
返
り

で
は
、
健
康
に
関
す
る
ご
相

談
が
七
十
％
を
占
め
る
時
も

あ
る
な
ど
、
鑑
定
者
や
鑑
定

所
の
場
所
に
よ
っ
て
、
ご
相

談
内
容
の
比
率
が
変
わ
る
こ

と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

◆
鑑
定
会
で
留
意
す
べ
き

点
と
は

か
つ
て
、
自
身
（
金
原
先

生
）
が
高
校
生
の
時
、
友
達

と
無
料
鑑
定
所
を
訪
ね
た
際
、

「
自
分
は
ど
の
よ
う
な
仕
事

（
職
業
）
に
就
く
だ
ろ
う
か
」

を
相
談
し
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
す
る
と
、
占
い
師
か
ら
、

次
の
よ
う
な
言
葉
が
返
っ
て

き
ま
し
た
。

「
君
は
将
来
頑
張
っ
て
も
、

専
務
く
ら
い
に
し
か
な
れ
な

い
ね
。
」

友
達
は
ど
の
よ
う
な
こ
と

を
言
わ
れ
た
の
か
を
聞
く
と
、

何
と
「
社
長
ま
で
な
れ
る
」

言
わ
れ
た
と
い
う
の
で
す
。

―
な
ぜ
、
僕
は
努
力
し
て
も

専
務
ま
で
に
し
か
な
れ
な
い

の
だ
ろ
う
―

後
に
そ
の
占
い
師
は
、
中

村
文
聰
先
生
の
『
気
学
占
い

方
入
門
』
に
記
載
さ
れ
て
い

る
傾
斜
法
を
参
考
に
答
え
て

い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
子
ど

も
の
頃
に
言
わ
れ
た
「
努
力

し
て
も
、
出
来
な
い
、
な
れ

な
い
」
と
い
う
否
定
の
言
葉

に
は
、
長
い
間
引
き
ず
ら
れ

て
き
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
経
験
か
ら
、

小
・
中
学
生
や
高
校
生
と
い
っ

た
子
ど
も
達
に
お
話
を
す
る

際
は
、
大
人
以
上
に
配
慮
を

す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

◆
子
ど
も
か
ら
の
相
談
例
：

そ
の
一

子
ど
も
達
か
ら
の
相
談
に

は
、
次
の
よ
う
な
傾
向
が
あ

り
ま
す
。

・
目
標
が
決
ま
っ
て
い
る
子

は
殆
ど
い
な
い

・
将
来
、
何
に
な
っ
た
ら
よ

い
か
の
質
問
が
多
い

そ
こ
で
、
子
ど
も
達
に
も

親
し
み
や
す
い
よ
う
に
、
イ
ー

チ
ン
タ
ロ
ッ
ト
（
易
占
タ
ロ
ッ

ト
）
を
使
い
、
得
卦
か
ら
説

明
を
し
て
い
ま
す
。

＊
カ
ー
ド
占
の
た
め
、
爻
は

省
略
。

「
将
来
ど
ん
な
こ
と
（
仕

事
）
を
し
た
ら
い
い
？
」

―
得
卦
の
一
例
―

①
火
風
鼎

②
兌
為
沢

③
山
天
大
畜

④
天
雷
无
妄

＊
①
②
は
、
女
の
子
か
ら
の

相
談
で
得
卦
。
③
④
は
、
男

の
子
か
ら
の
相
談
で
得
卦
。

◎
火
風
鼎
（
①
）

象
意
の
通
り
、
「
料
理
関

係
が
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
？
」

と
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
と
こ
ろ
、

料
理
が
大
好
き
と
の
こ
と
。

自
分
の
好
き
な
こ
と
を
肯
定

し
て
も
ら
え
た
こ
と
で
、
キ

ラ
キ
ラ
輝
く
よ
う
な
笑
顔
で

聞
い
て
く
れ
ま
し
た
。

◎
兌
為
沢
（
②
）

兌
の
象
意
か
ら
、
相
手
を

悦
ば
せ
る
よ
う
な
仕
事
が
よ

い
と
考
え
、
「
エ
ン
タ
ー
テ

イ
メ
ン
ト
関
係
の
仕
事
は
向

い
て
い
る
ね
」
と
ア
ド
バ
イ

ス
。
す
る
と
、
現
在
ダ
ン
ス

を
習
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。

そ
の
子
は
驚
い
た
表
情
で
話

を
聞
き
入
り
、
と
て
も
嬉
し

そ
う
に
し
て
い
ま
し
た
。

◎
山
天
大
畜
（
③
）

十
歳
位
の
男
の
子
で
し
た

が
、
大
畜
の
意
味
か
ら
蓄
財

に
関
係
す
る
「
金
融
関
係
の

お
仕
事
は
い
い
ね
」
と
伝
え

た
と
こ
ろ
、
金
融
と
い
う
言

葉
が
う
ま
く
伝
わ
ら
ず
、
そ

の
子
は
ピ
ン
と
き
て
い
な
い

様
子
で
し
た
。
子
ど
も
に
説

明
を
す
る
際
は
、
言
葉
を
く

だ
い
て
話
を
し
て
あ
げ
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
と
教
え
ら

れ
る
ケ
ー
ス
で
し
た
。
そ
の

子
と
一
緒
に
い
た
母
親
か
ら

聞
い
た
話
で
は
、
父
親
の
職

業
が
銀
行
員
と
の
こ
と
。
恐

ら
く
易
の
卦
は
、
金
融
業
の

仕
事
に
就
い
て
い
る
父
親
の

様
子
を
捉
え
て
い
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
一
件
で
し
た
。

◎
天
雷
无
妄
（
④
）

当
初
、
答
え
に
迷
い
が
出

た
卦
で
し
た
。
无
妄
の
意
味

か
ら
、
「
定
ま
ら
な
い
」

「
決
め
ら
れ
な
い
」
と
い
っ

た
解
釈
に
陥
り
や
す
い
卦
で
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す
。
そ
こ
で
、
こ
の
先
で
色
々

な
こ
と
に
興
味
が
出
て
く
る
。

そ
の
中
か
ら
決
め
て
い
け
ば

い
い
、
と
い
う
内
容
で
案
内

を
し
ま
し
た
。

後
日
、
福
田
先
生
か
ら
は

次
の
よ
う
な
ア
ド
バ
イ
ス
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

―
天
雷
无
妄
の
卦
で
は
、
自

然
科
学
の
先
生
や
学
者
が
向

い
て
い
る
―

◆
子
ど
も
か
ら
の
相
談
例
：

そ
の
二

「
プ
ロ
の
サ
ッ
カ
ー
選
手

に
な
れ
ま
す
か
？
」

得
卦

風
山
漸

現
在
、
フ
ォ
ワ
ー
ド
の
ポ

ジ
シ
ョ
ン
で
頑
張
る
男
子
か

ら
の
相
談
で
す
。
目
標
を
目

指
し
て
頑
張
る
子
を
前
に
、

「
夢
を
壊
し
て
は
い
け
な
い
」

と
い
う
配
慮
を
常
に
心
が
け

て
い
ま
す
。
下
手
に
答
え
て

し
ま
っ
た
場
合
、
折
角
の
や

る
気
を
削
い
で
し
ま
う
か
ら

で
す
。
今
回
の
得
卦
は
、
風

山
漸
。
卦
の
意
味
と
し
て
は

悪
く
あ
り
ま
せ
ん
。
で
は
、

「
プ
ロ
の
サ
ッ
カ
ー
選
手
」

を
占
的
と
し
た
場
合
は
ど
う

か
。
プ
ロ
の
サ
ッ
カ
ー
選
手

は
、
十
代
や
二
十
代
で
プ
ロ

に
な
る
ケ
ー
ス
が
多
い
の
で

す
が
、
漸
の
場
合
は
、
山

（
艮
）
の
上
に
あ
る
大
木

（
巽
）
が
ゆ
っ
く
り
何
十
年

も
か
け
て
成
長
を
続
け
る
姿

で
す
。
つ
ま
り
、
大
成
す
る

に
は
非
常
に
時
間
が
か
か
る

こ
と
を
含
ん
で
い
ま
す
。
ま

た
、
内
卦
の
艮
は
、
足
の
ス

ピ
ー
ド
感
を
捉
え
て
い
る
と

の
見
方
も
出
来
ま
す
。

そ
こ
で
得
卦
に
従
い
、
子

ど
も
の
気
持
ち
に
寄
り
添
い

な
が
ら
、
次
の
様
に
説
明
し

ま
し
た
。

・
努
力
を
続
け
れ
ば
、
サ
ッ

カ
ー
選
手
に
な
れ
る

・
内
卦
の
艮
は
、
「
止
め
る
」

と
い
う
意
味
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
の
ポ
ジ

シ
ョ
ン
を
練
習
し
て
み
る
と

も
っ
と
上
手
に
な
れ
る
。

す
る
と
、
横
で
話
を
聞
い

て
い
た
母
親
か
ら
「
実
は
、

サ
ッ
カ
ー
の
コ
ー
チ
か
ら
は
、

デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
に
ま
わ
る
よ

う
に
言
わ
れ
て
い
る
」
と
の

話
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。

易
神
は
、
占
的
に
対
し
て

厳
し
い
現
実
を
示
し
な
が
ら

も
、
同
時
に
改
善
策
を
示
し

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
一
例

で
し
た
。

◆
子
ど
も
へ
の
ア
プ
ロ
ー

チ・
ど
れ
だ
け
高
い
目
標
で
あ
っ

て
も
、
ま
ず
は
「
で
き
る
」

と
言
っ
て
あ
げ
る
こ
と

（
夢
を
壊
さ
な
い
）
。

・
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に

は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
の
ア

ド
バ
イ
ス

・
（
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
の
ア

ド
バ
イ
ス
と
し
て
）
勉
強
を

す
る
よ
う
勧
め
る
こ
と
。
目

標
に
近
づ
く
た
め
の
知
恵
が

つ
く

・
お
家
で
は
、
お
手
伝
い
を

す
る
よ
う
に

勉
強
は
、
や
り
た
い
こ
と

や
叶
え
た
い
こ
と
に
必
要
な

知
識
が
つ
き
ま
す
。
ま
た
、

別
の
視
点
か
ら
物
事
を
捉
え

る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
た
だ
、
や
り
た
い

こ
と
ば
か
り
を
や
れ
ば
い
い

と
い
う
だ
け
で
な
く
、
家
で

の
手
伝
い
も
す
る
こ
と
。
思

春
期
の
子
で
す
か
ら
、
親
よ

り
も
占
い
師
に
言
わ
れ
る
方

が
断
然
素
直
に
聞
い
て
く
れ

ま
す
。
そ
し
て
何
よ
り
、
横

で
話
を
聞
い
て
い
る
親
か
ら

も
「
よ
く
ぞ
言
っ
て
く
れ
た
」

と
喜
ば
れ
ま
す
。

◆
社
会
人
か
ら
の
相
談

「
こ
れ
か
ら
も
小
説
家
で

い
ら
れ
る
か
？
」

得
卦

水
風
井

九
五

神
易
館
で
の
ご
相
談
で
す
。

ご
相
談
者
は
、
高
校
の
非
常

勤
で
国
語
を
教
え
て
い
る
教

師
の
か
た
で
し
た
。
小
説
の

ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
の
ジ
ャ
ン
ル

を
得
意
と
し
、
こ
れ
ま
で
同

人
誌
や
単
行
本
を
出
版
し
た

経
験
も
お
あ
り
と
の
こ
と
。

現
在
も
編
集
者
の
か
た
が
付

い
て
執
筆
活
動
を
続
け
て
お

ら
れ
る
そ
う
で
す
。
作
品
の

発
表
の
場
は
、
紙
だ
け
で
な

く
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
上
と
い
う
場
合

も
あ
り
、
作
品
へ
の
ア
ク
セ

ス
回
数
が
評
価
の
基
準
に
な

る
と
の
こ
と
。
し
か
し
、
読

者
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
回
数
が

伸
び
悩
ん
で
い
る
の
で
、
今

後
、
小
説
家
と
し
て
食
べ
て

い
け
る
の
か
、
心
配
に
な
り

相
談
に
こ
ら
れ
た
状
況
で
し

た
。

易
の
得
卦
は
、
水
風
井
の
九

五
。
爻
辞
は
「
井
冽
。
寒
泉

食
。
」
と
あ
り
ま
す
。
井
戸

の
中
で
濁
り
の
な
い
澄
ん
だ

水
が
飲
め
る
と
こ
ろ
を
得
て

い
ま
す
の
で
、
素
直
に
「
小

説
家
と
し
て
食
べ
て
い
け
る
」

旨
、
お
答
え
し
ま
し
た
。
で

は
、
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
よ

い
か
、
と
い
う
ア
ド
バ
イ
ス

で
は
、
水
風
井
の
「
固
定
し

て
存
在
す
る
井
戸
が
そ
の
場

に
住
む
人
々
の
喉
を
潤
す
」

と
い
う
様
子
を
次
の
よ
う
に

ご
案
内
し
ま
し
た
。

・
誰
で
も
喜
ぶ
よ
う
な
様
々

な
ジ
ャ
ン
ル
に
手
を
伸
ば
す

小
説
の
書
き
方
で
は
な
く
、

自
分
の
得
意
な
分
野
に
特
化

し
て
執
筆
活
動
を
続
け
て
い

く
こ
と
。
そ
の
後
の
結
果
は
、

次
回
ご
来
場
の
際
に
お
聞
き

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

―
第
二
部
―

公
開
鑑
定
会

福
田
有
宵
先
生

《
ご
紹
介
》

福
田
有
宵
先
生
の
新
た
な

試
み
と
し
て
、
初
対
面
の
飛

び
入
り
ゲ
ス
ト
を
会
場
に
お

迎
え
し
、
公
開
鑑
定
会
を
行

い
ま
し
た
。
今
回
の
鑑
定
で

は
、
ご
相
談
者
の
ご
氏
名
、

ご
生
年
月
日
の
情
報
か
ら
、

「
仕
事
に
つ
い
て
」
の
ご
相

談
に
お
答
え
い
た
だ
き
ま
し

た
。

＊
職
種
の
事
前
情
報
は
お
聞

き
せ
ず
に
鑑
定
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
会
場
で
は
ご

氏
名
を
公
表
い
た
だ
き
ま
し

た
が
、
会
報
誌
上
で
は
匿
名

と
致
し
ま
す
。

◎
相
談
者

壬
申
年
生

三
十
代
男
性

本
命
星

八
白
土
星

月
命
星

七
赤
金
星

傾
斜
宮

乾
宮
傾
斜

姓
名

三
才
配
置

木
―
木
―
金

天
格

二
十
一
画

人
格

二
十
二
画

地
格

十
七
画

総
格

三
十
八
画

外
格

十
六
画

◎
姓
名
・
気
学
か
ら
ご
相

談
者
を
知
る

ま
ず
姓
名
を
拝
見
。
ご
相

談
者
の
家
は
、
父
親
が
主
と

な
り
ま
す
。
ご
本
人
も
真
面

目
で
熱
心
な
部
分
、
多
彩
な

才
能
が
あ
り
、
父
親
の
気
質

を
受
け
て
い
ま
す
。
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ま
た
、
お
父
様
は
、
ご
相

談
者
が
お
生
ま
れ
に
な
っ
た

際
、
次
の
よ
う
な
こ
と
を
願

い
名
づ
け
を
さ
れ
た
と
考
え

ま
す
。

・
上
に
立
つ
人
に
な
っ
て
ほ

し
い

・
手
堅
く
生
き
て
ほ
し
い

姓
名
で
は
、
天
格
・
人
格
・

地
格
か
ら
判
断
を
し
て
い
き

ま
す
が
、
人
格
は
人
生
を
示

す
う
え
で
重
要
な
要
素
を
持

つ
部
分
に
な
り
ま
す
。
ご
相

談
者
は
人
格
二
十
二
画
で
す

か
ら
、
様
々
な
分
野
に
好
奇

心
を
持
つ
の
で
多
彩
で
す
。

そ
し
て
、
多
く
の
事
を
学
ん

で
糧
に
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

し
か
し
、
自
分
に
と
っ
て
よ

い
も
の
を
選
ぼ
う
と
す
る
時
、

何
を
す
れ
ば
よ
い
か
、
ど
れ

を
選
べ
ば
よ
い
か
と
迷
い
を

感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
仕
事
で
あ
れ
ば
、

ど
の
方
面
で
も
適
応
力
を
も
っ

て
こ
な
す
こ
と
が
出
来
る
た

め
に
、
現
在
の
仕
事
を
永
続

的
に
続
け
る
べ
き
か
、
或
い

は
転
機
が
あ
れ
ば
別
の
道
に

進
む
べ
き
か
、
と
い
う
具
合

で
す
。
一
方
、
地
格
の
十
七

画
は
軽
は
ず
み
な
行
動
を
と

る
こ
と
は
し
ま
せ
ん
の
で
、

人
格
二
十
二
画
の
動
き
を
抑

え
、
タ
イ
ミ
ン
グ
を
み
な
が

ら
手
堅
く
動
く
方
法
を
検
討

し
ま
す
。

気
学
で
判
断
を
す
る
場
合

は
、
本
命
八
白
・
月
命
七
赤

の
乾
宮
傾
斜
か
ら
、
今
年
か

ら
来
年
に
か
け
て
は
「
将
来
」

に
対
す
る
思
い
に
重
み
が
あ

る
時
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

姓
名
の
配
置
と
九
星
気
学

を
結
び
付
け
な
が
ら
判
断
を

す
る
と
い
う
方
法
は
有
効
な

検
討
手
段
に
な
り
ま
す
。

本
命
星
の
八
白
土
星
は
、

個
性
的
で
自
己
を
主
体
と
す

る
考
え
方
を
持
つ
星
で
す
。

ま
た
、
あ
る
傾
向
の
職
種

に
就
く
の
で
は
な
く
、
幅
広

い
ジ
ャ
ン
ル
で
技
を
持
つ
こ

と
が
出
来
る
た
め
、
百
八
十

度
の
転
換
を
し
て
別
の
分
野

で
活
躍
を
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

◆
傾
斜
宮
の
特
徴

ご
相
談
者
の
月
命
盤
か
ら

傾
斜
宮
の
配
置
を
み
て
次
の

よ
う
な
傾
向
が
わ
か
り
ま
す
。

・
自
分
の
こ
と
よ
り
も
社
会

や
国
内
外
の
こ
と
に
興
味
を

も
つ
。

・
新
聞
や
テ
レ
ビ
な
ど
情
報

の
分
野
に
興
味
が
あ
り
、
そ

の
方
面
の
知
識
を
増
や
し
生

か
し
て
い
く
。

・
自
分
を
知
り
、
プ
ラ
イ
ド

を
守
る
。
外
に
対
し
て
自
分

の
能
力
を
誇
示
す
る
こ
と
は

し
な
い
が
、
内
心
に
は
秘
め

て
い
る
。

・
親
孝
行
で
あ
る
。
親
と
の

衝
突
が
あ
っ
て
も
心
は
通
じ

て
い
る
。
特
に
母
親
を
大
事

に
し
て
い
る
。

・
考
え
て
い
る
こ
と
を
逐
一

説
明
し
な
い
。
最
終
的
な
責

任
（
決
断
）
は
自
分
に
あ
る

と
す
る
姿
勢
。

◆
易
に
よ
る
判
断

―
占
的
を
三
つ
の
テ
ー
マ

に
分
け
て
立
筮
―

一
．
仕
事
運
に
つ
い
て

本
卦

雷
風
恒

九
二

「
恒
」
は
常
で
あ
る
こ
と
、

安
定
の
状
態
で
す
。
九
二
の

爻
辞
は
、
「
悔
亡
。
能
久
中

也
。
」
で
す
。
本
業
を
守
り

勉
励
す
る
と
い
う
意
味
か
ら
、

現
在
の
仕
事
を
続
け
る
よ
う

示
し
て
い
ま
す
。

ご
相
談
者
の
会
社
の
組
織

は
、
約
二
年
位
前
に
大
き
な

組
織
変
更
が
行
わ
れ
て
い
る

と
見
ら
れ
ま
す
。
そ
の
為
、

暫
く
は
組
織
の
変
更
は
な
い

と
み
て
い
ま
す
。
三
爻
と
四

爻
の
陽
爻
は
、
そ
の
職
場
に

優
秀
な
上
司
が
い
る
こ
と
を

示
し
ま
す
。
上
下
関
係
で
は

頭
を
押
さ
え
ら
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
が
、
横
の
せ
め
ぎ

あ
い
が
な
い
分
、
安
定
し
て

仕
事
が
で
き
る
の
で
す
。

二
．
現
在
の
仕
事
を
続
け

ら
れ
る
か

本
卦

巽
為
風

上
九

上
九
の
爻
辞
に
は
、
「
巽

在
牀
下
。
喪
其
資
斧
。
貞
凶
。
」

巽
は
、
将
来
で
あ
れ
ば
吉
で

あ
り
、
商
売
の
場
合
な
ら
盛

ん
な
様
子
で
す
が
、
活
気
が

あ
る
一
方
で
そ
の
仕
事
や
技

術
を
失
う
場
合
が
あ
る
こ
と

を
示
し
て
い
ま
す
。
故
に
慎

重
な
検
討
が
必
要
で
す
。
巽

の
重
卦
で
す
か
ら
、
こ
の
場

所
に
留
ま
る
こ
と
は
な
く
、

遠
い
先
に
は
転
機
が
訪
れ
、

転
職
の
機
会
が
あ
る
と
み
ま

す
。
し
か
し
、
今
の
段
階
で

先
を
見
る
事
が
出
来
る
だ
ろ

う
か
、
と
い
う
点
で
す
。
上

爻
を
六
年
位
先
と
み
て
、
転

機
が
き
た
時
点
で
改
め
て
検

討
を
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

ま
す
。

六
年
と
い
え
ば
、
ご
本
人

が
職
場
で
ど
の
よ
う
な
存
在

に
な
っ
て
い
る
か
。
ご
相
談

者
が
仕
事
を
覚
え
て
中
堅
上

位
の
地
位
に
な
り
、
こ
れ
か

ら
更
に
伸
び
よ
う
と
す
る
時

に
変
化
が
表
れ
る
と
い
う
見

方
が
出
来
ま
す
。
巽
の
重
卦

の
場
合
は
、
あ
る
時
に
同
業

か
ら
ス
カ
ウ
ト
を
さ
れ
る
と

い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

三
．
将
来
志
望
す
る
こ
と

本
卦

沢
雷
随

上
六

随
は
、
従
う
、
合
わ
せ
る
、

共
に
行
く
と
い
う
意
味
に
な

り
ま
す
。
上
六
の
爻
辞
で
は
、

「
拘
係
之
。
乃
従
維
之
。
」

と
あ
り
ま
す
。
こ
の
爻
は
、

繋
げ
る
と
こ
ろ
に
な
り
ま
す

の
で
、
こ
の
先
も
職
種
を
変

え
る
と
い
っ
た
大
き
な
転
職

な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
。
従
っ

て
、
現
在
の
道
を
行
き
な
さ

い
と
い
う
結
論
に
な
り
ま
す
。

―
今
回
の
公
開
鑑
定
で
は
、

福
田
先
生
と
ご
相
談
者
、
会

場
参
加
者
に
よ
る
質
疑
応
答

の
時
間
も
設
け
ら
れ
、
双
方

向
で
検
討
す
る
機
会
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
紙
面
上
の
都

合
か
ら
質
疑
応
答
や
鑑
定
の

詳
細
部
分
は
割
愛
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
何
卒
、
ご

容
赦
く
だ
さ
い
。

―
第
三
部
―

月
筮
占
例福

田
有
宵
先
生

〈
占
例
〉

円
安
は
い
つ
ま
で
続
く
か

得
卦

艮
為
山

九
三

艮
為
山
で
す
か
ら
、
す
ぐ

に
は
解
消
し
な
い
で
し
ょ
う
。

年
内
は
円
安
の
状
態
が
続
き

ま
す
。
重
卦
で
す
か
ら
一
旦

は
峠
を
越
え
る
も
の
の
、
す

ぐ
に
ま
た
山
が
き
て
ぶ
り
返

す
様
子
で
す
。
来
年
の
年
度

変
り
の
時
に
手
が
打
て
る
か
、

と
い
う
状
況
で
す
。
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―
今
回
の
月
筮
占
例
で
は
、

「
円
安
」
や
「
株
価
売
買
に

関
し
て
」
等
を
題
材
に
、
福

田
先
生
、
佐
藤
先
生
よ
り
、

得
卦
の
詳
細
な
検
討
方
法
や
、

実
例
を
元
に
し
た
易
の
分
占
・

副
占
の
捉
え
方
に
つ
い
て
の

ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

福
田
有
宵
先
生
と
行

く
壬
寅
年
秋
季
大
法

会
と
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ

ト
巡
り

岩
崎
杏
泉

催
行
日
十
月
十
五
日
～
十

六
日
。
参
加
者
四
十
七
名
。

晴
天
。

學
侑
堂
の
杉
本
先
生
は
千

手
院
で
得
度
を
し
て
高
僧
の

猊
下
様
か
ら
「
杉
本
光
眞
」

と
い
う
お
名
前
を
頂
い
て
お

り
ま
す
。

毎
年
二
月
の
寅
月
、
寅
日
、

寅
刻
と
お
参
り
す
る
の
で
す

が
、
今
年
は
寅
年
で
も
あ
り

十
二
年
に
一
回
の
大
法
要
と

な
り
ま
し
た
。

信
貴
山
で
は
「
寅
の
年
」

を
ご
縁
日
時
を
定
め
て
特
別

に
崇
め
て
お
り
ま
す
。

特
に
寅
が
三
つ
重
な
る
節

は
聖
徳
太
子
が
毘
沙
門
天
王

よ
り
大
利
益
を
頂
い
た
故
事

に
な
ら
い
「
三
寅
の
福
」
と

呼
ん
で
最
も
多
く
の
福
が
授

か
る
と
言
わ
れ
て
い
る
そ
う

で
す
。

当
初
は
令
和
四
年
二
月
五

日
～
六
日
だ
っ
た
の
で
す
が
、

コ
ロ
ナ
感
染
者
が
全
国
に
拡

大
し
、
奈
良
の
信
貴
山
千
手

院
か
ら
中
止
の
ご
連
絡
が
あ

り
断
念
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
そ
の
後
、
千
手
院
か

ら
十
月
十
五
日
～
十
六
日
に

延
期
に
な
っ
た
と
の
ご
連
絡

が
あ
り
ま
し
た
。
季
節
は
秋

に
な
り
、
ど
こ
か
観
光
も
か

ね
て
行
く
に
は
丁
度
良
い
時

期
で
は
と
。
そ
の
時
ま
で
コ

ロ
ナ
感
染
者
が
減
少
し
収
束

し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま

し
た
。

行
程
も
新
し
く
変
更
し
、

十
月
十
五
日
は
新
大
阪
駅
か

ら
バ
ス
を
手
配
し
、
方
違
神

社
↓
住
吉
大
社
↓
千
手
院
着

と
い
う
行
程
で
す
。
予
定
通

り
午
後
四
時
半
頃
千
手
院
に

到
着
し
、
住
職
、
お
坊
さ
ん

達
に
出
迎
え
て
頂
き
、
女
性

の
皆
様
は
各
自
の
部
屋
へ
、

男
性
の
皆
様
は
大
部
屋
へ
と

移
動
し
ま
し
た
。
午
後
六
時

よ
り
夕
食
を
と
り
午
後
七
時

か
ら
大
護
摩
祈
願
。
毘
沙
門

天
様
の
ご
真
言
「
お
ん

べ

い
し
ら
ま
ん
だ
や

そ
わ
か
」

を
唱
え
ま
し
た
。
大
護
摩
祈

願
を
終
え
て
か
ら
空
鉢
堂
へ

お
参
り
に
行
き
ま
し
た
。

空
鉢
堂
は
命
蓮
上
人
が
鉢

に
憑
け
て
飛
ば
し
た
神
霊
で

す
が
巳
の
姿
（
竜
神
、
難
陀

竜
王
八
大
神
の
中
で
は
最
上

首
の
竜
王
）
で
出
現
さ
れ
る

空
鉢
護
法
の
神
を
祀
っ
て
い

ま
す
。
そ
こ
へ
行
く
に
は
、

数
多
く
の
鳥
居
を
く
ぐ
り
な

が
ら
木
々
の
中
の
参
道
を
二

十
分
程
登
っ
た
と
こ
ろ
に
あ

り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
前
は

本
堂
前
の
手
水
舎
に
あ
る
ポ
ッ

ト
に
水
を
入
れ
、
空
鉢
堂
に

持
参
し
て
お
供
え
し
、
一
心

に
祈
願
す
れ
ば
一
願
は
成
就

さ
れ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
そ

う
で
す
。
（
今
回
は
コ
ロ
ナ

感
染
防
止
の
為
、
お
水
を
持

参
す
る
の
は
中
止
で
し
た
。
）

空
鉢
堂
ま
で
登
る
の
に
午

後
八
時
と
あ
っ
て
辺
り
は
暗

い
の
で
す
が
赤
い
提
灯
が
道

案
内
を
し
て
く
れ
て
坂
道
を

登
っ
て
行
き
ま
す
。
汗
を
か

き
な
が
ら
ま
だ
か
ま
だ
か
と

や
っ
と
空
鉢
堂
ま
で
辿
り
着

い
た
と
き
は
心
地
良
い
風
が

吹
い
て
き
て
気
持
ち
良
か
っ

た
で
す
。
お
参
り
を
終
え
て

下
山
し
各
自
の
部
屋
で
仮
眠

を
と
り
ま
し
た
。

十
月
十
六
日
晴
天
。
壬
寅

の
日
大
安
。
早
朝
午
前
三
時

～
五
時
（
寅
の
刻
）
に
「
朝

護
孫
子
寺
」
に
て
毘
沙
門
灌

頂
の
儀
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

毘
沙
門
灌
頂
は
秘
儀
な
の
で

公
に
は
で
き
ま
せ
ん
。

寅
年
に
は
甲
寅
に
始
ま
り
、

丙
寅
、
戊
寅
、
庚
寅
、
壬
寅

と
五
種
の
寅
年
が
あ
り
、
こ

の
う
ち
三
つ
の
寅
年
の
灌
頂

に
入
壇
す
る
者
は
最
高
福
者

に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
毘
沙
門
灌
頂
」
と
は
概
要

だ
け
申
し
ま
す
と
、
初
め
に

本
堂
に
入
っ
た
入
壇
者
（
参

加
者
）
に
密
教
の
戒
め
が
授

け
ら
れ
、
そ
の
後
、
目
隠
し

を
し
た
状
態
で
毘
沙
門
様
の

曼
陀
羅
世
界
に
入
り
ま
す
。

そ
こ
で
各
自
が
花
を
投
じ
毘

沙
門
様
と
縁
を
結
び
管
長
様

よ
り
智
慧
の
水
と
秘
密
の
印

契
（
手
指
を
使
っ
て
毘
沙
門

様
の
働
き
を
表
す
）
と
ご
真

言
を
授
か
り
ま
す
。
最
後
に

弘
法
大
師
様
を
は
じ
め
密
教

伝
来
の
お
祖
師
様
に
感
謝
の

礼
拝
を
し
て
お
堂
を
出
ま
す
。

こ
れ
ら
の
一
連
の
儀
式
を
経

る
こ
と
に
よ
り
今
ま
で
の
自

分
を
一
度
な
く
し
毘
沙
門
様

の
子
と
し
て
新
た
な
生
を
授

か
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

信
貴
山
千
手
院
で
得
た
こ

と
、
三
寅
参
り
に
参
加
し
て

得
た
こ
と
を
こ
れ
か
ら
の
人

生
に
役
立
て
る
よ
う
に
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
貴

重
な
体
験
に
参
加
さ
せ
て
頂

い
て
感
謝
し
て
い
ま
す
。

千
手
院
を
午
前
七
時
半
に

出
発
し
て
石
上
神
宮
↓
橿
原

神
宮
↓
橿
原
オ
ー
ク
ホ
テ
ル

昼
食
↓
當
麻
寺
へ
と
参
拝
、

お
参
り
し
新
大
阪
駅
午
後
四

時
半
頃
着
。
自
由
解
散
と
な

り
ま
し
た
。

お
世
話
係
と
し
て
福
田
有

倭
さ
ん
と
杉
本
侑
穂
先
生
の

お
手
伝
い
を
し
て
き
ま
し
た

が
私
達
も
初
め
て
の
経
験
で

あ
り
不
慣
れ
な
点
で
皆
様
に

ご
迷
惑
、
ご
不
満
も
あ
っ
た

こ
と
と
思
い
ま
す
。
で
も
参

加
者
皆
様
の
ご
協
力
の
お
か

げ
で
無
事
に
無
難
に
終
え
ら

れ
た
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

ま
た
、
大
阪
在
住

の
佐
々
木
様
の
ご
尽
力
、
ご

配
慮
に
よ
り
四
神
社
を
正
式

参
拝
で
き
、
貴
重
な
体
験
を

さ
せ
て
頂
い
た
こ
と
、
そ
し

て
こ
の
よ
う
な
体
験
に
導
い

て
頂
い
た
杉
本
侑
穂
先
生
、

福
田
有
宵
先
生
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

【
占
例
紹
介
】

長
澤
光
祐
先
生

《
ご
紹
介
》

長
澤
先
生
は
、
福
田
有
宵

先
生
の
湯
島
聖
堂

易
学
教
室

の
師
範
科
を
経
て
、
現
在
は

検
見
川
神
社
境
内
の
「
神
易

館
」
で
鑑
定
の
ご
出
演
を
さ

れ
て
お
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

西
洋
料
理
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
で
も
あ
り
、
多
彩
な
才

能
を
お
持
ち
の
先
生
で
す
。

今
回
の
占
例
は
、
令
和
四

年
五
月
二
十
一
日
に
立
筮
さ

れ
た
件
に
つ
い
て
ご
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ

の
問
題
は
ど
う
な
る
か
？

得
卦

地
火
明
夷

六
二

之
卦

地
天
泰
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〈
占
考
〉

夷
は
「
や
ぶ
る
」
で
あ
り
、

傷
つ
け
ら
れ
る
、
で
あ
る
。

さ
し
ず
め
上
卦
が
ロ
シ
ア
で

下
卦
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
あ
ろ

う
。
今
正
に
先
の
見
え
な
い
、

し
か
も
歴
然
た
る
力
の
差
が

あ
る
国
か
ら
の
、
有
無
を
言

わ
せ
ぬ
力
で
捩
じ
伏
せ
る
一

方
的
な
攻
め
合
い
に
よ
る
暗

黒
の
世
界
に
お
か
れ
て
い
る
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
言
え
る
。

六
二
は
離
の
主
爻
で
あ
る

中
正
の
徳
を
も
つ
者
で
あ
り

正
し
く
進
ん
で
い
る
。
又
、

こ
の
爻
辞
に
「
左
股
用
拯
馬

壮
」
と
あ
り
、
今
尚
戦
い
の

傷
を
受
け
、
今
後
も
多
く
の

被
害
が
有
る
が
、
こ
こ
で
言

う
「
強
い
馬
」
と
は
、
他
国

の
援
助
と
み
る
。

之
卦
が
「
泰
」
で
あ
り
、

こ
の
先
平
和
を
取
り
戻
す
で

あ
ろ
う
が
二
年
の
月
日
は
必

要
と
み
ま
す
。

―
福
田
有
宵
先
生
に
よ
る
講

評
―卦

読
み
は
充
分
で
す
。
占

断
の
戦
争
終
結
と
平
和
に
つ

い
て
、
二
爻
の
二
年
（
陰
位

に
陰
で
い
る
正
位
）
と
い
う

の
は
、
納
得
出
来
ま
す
ね
。

名
占
に
な
る
で
し
ょ
う
。
当

事
国
の
停
戦
が
出
来
れ
ば
、

平
和
の
道
は
早
い
と
思
い
ま

す
（
離
の
賢
明
判
断
が
あ
れ

ば
良
い
の
で
す
）
。

【
Ｎ
Ｐ
Ｏ
通
信
】

◎
賛
助
金
ご
報
告

次
の
か
た
が
た
よ
り
、
有

宵
会
活
動
費
へ
の
賛
助
を
賜

り
ま
し
た
。

様
か
ら
の
ご
厚
情
に
心
か

ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

＊
令
和
四
年
十
一
月
五
日
現

在
（
敬
称
略
・
順
不
同
）

安
藤
忠
男

（
三
鷹
分
室
所
長
）

大
川
法
祥

阿
部
治

金
原
玄
周

久
保
田
恵
都
予

泰
山
林
翰

櫻
紫
玉

＊
賛
助
金
を
銀
行
振
り
込
み

で
お
送
り
頂
い
た
場
合
は
掲

載
が
遅
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
何
卒
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◎
行
事
・
活
動
報
告

◇
九
月
二
十
五
日
（
日
）

第
三
十
一
回

三
鷹
国
際

交
流
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

無
料
鑑
定
会

出
演
者
（
敬
称
略
・
順
不

同
）

佐
藤
宗
昡

福
田
有
宵

佐
々
木
敦
子

凛
百
果

野
口
真
由
美

卯
月
亨

山
田
倫
子

濱
口
奈
津
子

八
川
林
加
（
運
営
）

三
年
ぶ
り
に
三
鷹
国
際
交

流
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催

さ
れ
、
有
宵
会
で
は
、
佐
藤

先
生
を
始
め
、
十
名
の
メ
ン

バ
ー
で
無
料
鑑
定
会
に
出
演

を
い
た
し
ま
し
た
。
イ
ベ
ン

ト
の
開
催
に
あ
た
り
、
三
鷹

分
室
室
長
の
安
藤
忠
男
様
に

は
、
仏
心
両
面
で
ご
尽
力
を

賜
り
ま
し
た
。
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
今
回
は
、
未

だ
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
る
こ
と
を

考
慮
し
て
、
予
約
制
で
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
で

も
、
多
く
の
か
た
に
ご
来
場

を
い
た
だ
き
、
七
十
八
名
の

か
た
か
ら
ご
相
談
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
お
客
様
の
中
に

は
、
「
こ
の
無
料
鑑
定
会
に

参
加
を
す
る
の
が
楽
し
み
で
、

三
鷹
に
引
っ
越
し
て
き
た
」

と
い
う
か
た
や
「
ず
っ
と
楽

し
み
に
待
ち
わ
び
て
い
た
」

と
い
う
嬉
し
い
お
言
葉
を
沢

山
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。

◇
十
月
十
五
日
（
土
）

～
十
六
日
（
日
）

信
貴
山

千
手
院
様

寅

参
り杉

本
侑
穂
先
生
主
宰
・
學

侑
堂
様
企
画
の
信
貴
山
千
手

院
様
へ
の
お
参
り
に
、
有
宵

会
か
ら
も
大
勢
が
参
加
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
遠

方
へ
の
旅
行
で
し
た
が
、
世

話
人
の
岩
崎
杏
泉
先
生
、
福

田
有
倭
先
生
ら
の
ご
準
備
の

お
陰
で
、
全
員
が
無
事
に
楽

し
く
道
中
を
過
ご
す
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の

旅
行
で
は
、
株
式
会
社
マ
ル

タ
マ
フ
ー
ズ
副
社
長

佐
々

木
宏
様
に
大
変
ご
尽
力
を
い

た
だ
き
、
住
吉
大
社
様
を
は

じ
め
と
す
る
四
社
の
神
社
様

に
ご
案
内
を
い
た
だ
く
な
ど
、

ま
た
と
な
い
貴
重
な
参
拝
体

験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

◇
十
一
月
四
日
（
金
）
～

浅
草

酉
の
寺
・
鷲
在
山
長

國
寺

酉
の
市

今
年
も
七
十
名
以
上
の
有
宵

会
有
志
メ
ン
バ
ー
が
長
國
寺

様
の
酉
の
市
に
参
加
を
い
た

し
ま
し
た
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―

◎
次
回
行
事
予
定

◆
十
二
月
三
日
（
土
）

足
立
区
勤
労
福
祉
会
館

「
展
覧
会
」
無
料
鑑
定

イ
ベ
ン
ト

足
立
区
勤
労
福
祉
会
館
様

主
催
「
展
覧
会
」
で
三
年
ぶ

り
に
無
料
鑑
定
会
を
開
催
い

た
し
ま
す
。

当
日
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
お

手
伝
い
を
し
て
い
た
だ
け
る

か
た
を
引
き
続
き
募
集
し
て

お
り
ま
す
。
（
経
験
不
問
）

お
問
合
せ
は
、
福
田
有
宵

先
生
・
事
務
局

八
川
林
加

ま
で

◆
岩
槻
大
師
彌
勒
密
寺

奉
仕
鑑
定
会
（
さ
い
た

ま
市
岩
槻
区
）

令
和
五
年
一
月
一
日
～

一
月
三
日

＊
ご
出
演
は
、
昨
年
度
と
同

じ
先
生
方
に
ご
協
力
を
い
た

だ
く
予
定
で
す
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―

【
事
務
局
だ
よ
り
】

◎
次
回
例
会
の
ご
案
内

日
時
／
令
和
五
年

一
月
二
十
八
日
（
土
）

午
後
一
時
～
五
時

会
場
／

北
千
住
マ
ル
イ

Ｔ
Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｒ
Ｅ
一
〇

一
〇
（
シ
ア
タ
ー
セ
ン

ジ
ュ
）

一
〇
階

講
義
室

＊
定
員

五
十
名
ま
で

＊
開
催
時
間
の
直
前
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

＊
今
後
も
、
例
会
お
よ
び
イ

ベ
ン
ト
内
容
は
、
直
前
に
変

更
・
中
止
と
な
る
場
合
が
ご

ざ
い
ま
す
。
各
種
情
報
は
、

有
宵
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
も

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
有
宵
会
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
連

絡
網
を
お
ス
ス
メ
い
た

し
ま
す
！

ご
登
録
を
希
望
さ
れ
る
か

た
は
、
福
田
有
倭
先
生
ほ
か
、

有
宵
会
事
務
局
メ
ン
バ
ー
ま

で
。

■
令
和
四
年
九
月
度
例

会
参
加
者

九
月
度
は
、
四
十
名
の
か

た
が
ご
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

（
懇
親
会
は
中
止
）

■
新
規
入
会
者
ご
紹
介

次
の
方
々
が
有
宵
会
に
ご
入

会
さ
れ
ま
し
た
。
（
敬
称
略
・

入
会
順
）

直
方

大

野
口
真
由
美

浜
口
奈
津
子

―
―
―
―
―
―
―
―
―

事
務
局
長

八
川
林
加

第１１４号 有 宵 会 だ よ り 令和４年11月吉日


